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ページ

　　　　　　　　　　　　　＝

線分図より　 ，　 　よって， ページ

さん： 時間 分　 さん：秒速 は時速 なので，

　 時間 分　よって， さんが 分早く到着する。

百の位が の整数は 個，百の位が の整数はそれぞれ 個あるので

　　 個

分 秒＝ 秒なので， がこの容器の体積である。

　　円柱部分の体積は， 　なので，

　　

　が円すい部分の体積である。円すいの高さを□ とすると，

　　　　 □ 　を解いて，□ 　　よって，

の目が出た回数を□回， の目が出た回数を○回 の目が出た回数を△回と２

する。式に直すと， □ ○ △ ，□＋○＋△＝ となる。

　ここで，△ とすると， □ ○ ，□＋○

　となるが，これを満たす整数□，○は存在しない。

　△ でも同様なので，△ であることがわかる。

　すなわち， □ ○ ，□＋○＝ 　を満たす□を求めれば良い。つるかめ算

を用いて解くと，□＝ ，○ となる。　よって 回

　 □ ○ △ ，□＋○＋△＝ 　…①　とおく。

△ のとき， □ ○ ，□＋○＝

　　　これを解くと，□ ○

△ のとき， □ ○ ，□＋○＝

　　　これを満たす整数□，○は存在しない

△ のとき， □ ○ ，□＋○＝

　　　これを解くと，□ ○

△ のとき， □ ○ ，□＋○＝

　　　これを満たす整数□，○は存在しない

△が 以上のとき，①を満たす整数□，○は存在しない。　よって， 回， 回

年度　入学試験　第１回【算数】



　△ と△ は相似で相似比は 　　△ の高さは３

　　△ の面積は

　△ と△ は相似で相似比は であるから

　　△ と△ は相似で相似比は 　よって

　　 ⑳と考えることで

　　ここで△ の面積は

　　△ の面積は

　それぞれ 倍して考えても，体積の比は変わらない。４

　立体 に同じ立体をくっつけると，底面の半径が ，高さが の円柱となる。

　立体 に同じ立体をくっつけると，底面の半径が ，高さが の円柱となる。

　底面積は等しいので高さの比を考えて （倍）

　底面積および切断面の面積は変わらないので，側面積の差を求めればよい。

の側面積の２倍 の側面積の２倍

　よって ＝

上りは時速 になるので， 　　　 下図参照５

より， 分後にすれ違う。よって，

時 分までに 回　 時 分～ 時までに 回（下図参照）より， 回

船 号 船 号

　　　　　　　　　　　　　



　 　　　　　　　　　　　　　　１

　 （ ）　 　　　　　　　　　　　　　　　　

　 ， ， ， ， ， ， ， ， ， 　の　 個

③③

④ ②

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左図より　①＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

ア

ア

イ

イ
ウ

　角イの大きさは

　　角ウの大きさは

　　角アの大きさの２倍が　 となるので

　　角アの大きさは　

　２

　１回切ると表面積は 増えるから，

　　　　　　　 （回）

　　円柱を切ることになる。よって， （個）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　下図の点線部分　半径１の円周 つ分なので，３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （

年度　入学試験　第２回【算数】



　 回の操作で小さい三角形がもとの位置に戻る。

　　 余り であるから，点 は 周し， 回操作した後の小さい三角形の位置は下の

　　図のようになっている。

よって，求める長さは

　

　

　

　 （

　 のテープが５本できて余りが出ないとき４

　　 のテープが６本できるとき

　　であるから， 　　　　　　　ア　 　　イ　

　 が の倍数であるから， も の倍数でなければならない。

より， または

のとき， となる。

余り であるから

しかし　 余り となるため不適。

のとき， となる。

余り であるから

余り であるからこれは条件を満たす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ， ， である。

　 が最も使われるのは， 月 日， 日， 日　で （枚）５

　 が最も使われるのは， 月 日， 日， 日， ， 日， 日， 日で （枚）

　　（ 月、 月、 月は 月と同様に 枚）

　

　 が最も使われるのは 月で， 月 日， 日， 日， 日， 日、 、 日で 枚。　　

　　 は 月 日， 日， 日， 日， 日の 枚。

は 月 日， 日， 日の 枚。

　　 ～ は と同様に 枚。

　　必要な総数は （枚）



（ ）　１

（ ）満水のときの水の量を 等分して目盛りをつける（ と の最小公倍数）。管 は 分で

　 ，管 は 分で の水の量が入る。よって，管 ，管 を同時に開けたときに

　 分で入る水の量は 　したがって，求める時間は 分

（ ）時速 分速 なので，通学路の道のりは

　 時 分から 時 分の 分間自転車で走った場合， の距離を走るので，

　 だけ実際よりも長い距離を走ることになる。自転車に乗らずに歩いた場合，

　 分間で， だけ移動する距離が短くなることから， 分間，

　自転車に乗らずに歩いたことが分かる。学校に着いたのが 時 分で，歩いて移動した時間は

　 分間なので，パンクしたのは 時 分である。

（ ） 、 、 、 、 、

　 、 、 、 、

　の 通り

（ ）上底 ＋下底 ＝ 　よって，

（ ）

（ ）個数だけに着目する。２

　

（ ）全部で 個なので、定価で売れたのは 個， ％で売れたのは

　 個，原価で売れたのは 個。定価で 個売ったときの利益は，

　原価 原価 円。定価で売った 個は，原価 原価 円の利益。

　 ％で売った 個は， 原価 原価 原価 円の利益。原価で売った 個は，

　利益はない。よってその差額は　原価 原価 原価

　原価 より　　原価 円。

穴あきの小さい立方体をすべて　　で表すとする。

段目　　　 段目　　　　 段目　　　　　　 段目　　　　　　　 段目

穴があいていないのは

３

年度　入学試験　第３回【算数】



ア

ア

円の中心を とする。

　三角形 と三角形 は合同で，

　三角形 と三角形 も合同である。

　角 ＝角 ，角 ＝角 だから

　　　　

　 半径 より，半径は

　右図の斜線部分の面積に等しい。

　　

４

　 は不正解が つなので，どれを正解したかの場合分けで考える。５
（ ）第 問が不正解だとすると，各問題の正解は　第 問：イ，第 問：イ，第 問：イ，第 問：ア

このとき，他の ， の正解数はそれぞれ　 ： 問， ： 問　となり不適切。

（ ）第 問が不正解だとすると，各問題の正解は　第 問：ア，第 問：ア，第 問：イ，第 問：ア

このとき，他の ， の正解数はそれぞれ　 ： 問， ： 問　となり不適切。

（ ）第 問が不正解だとすると，各問題の正解は　第 問：ア，第 問：イ，第 問：ア，第 問：ア

このとき，他の ， の正解数はそれぞれ　 ： 問， ： 問　となり適する。

（ ）第 問が不正解だとすると，各問題の正解は　第 問：ア，第 問：イ，第 問：イ，第 問：イ

このとき，他の ， の正解数はそれぞれ　 ： 問， ： 問　となり不適切。

ゆえに正解は　第 問：ア，第 問：イ，第 問：ア，第 問：ア

　 と は第 問だけ解答が異なり，正解数は 問と 問だから， の第 問は正解。また と は第

問と第 問の解答が異なり，正解数は 問と 問だから， の第 問と第 問は正解で，第 問と第 問の

どちらかが正解。よって の第 問だけ不正解，と考えてもよい。

（ ） 番の子どもが手を上げ下げするのは， ， ， ， ， ， ， ， の 回だから，手をおろし６

表①
表②ている。

（ ） 番から 番までの 人が手を上げ下げする数は，

　　表①の通り。自分の番号に関わる数を奇数回言われたのは，

　　 番と 番の 人。

（ ） 番から 番までの 人が手を上げ下げする数は，

　　表②の通り。奇数回なのは， 番の 人。

（ ）（ ）～（ ）から、番号の約数の個数が奇数の子どもは手を上げていて、偶数の子どもは手を上

げていることがわかる。また，約数が奇数個の数は ， ， ，と，すべて ， ， というこ

とに着目すれば，手を上げているのは ， ， ，……， の 人であることがわかる。

　整数の約数の個数は， ， ， ，……という数でなければ偶数個である。なぜなら整数

がそのような整数でなければ，整数 のある約数 に対して，必ず ＝ となる， と異なる

の約数 が存在するので， の約数は偶数個になる。


